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魅
力
満
載　

お
い
で
よ
!!
バ
ル
ー
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

第

１
回

第

１
回

連 載連 載連 載

仙
沼
の
短
い
秋
が
終
わ
り
、
日
が
落

ち
る
の
が
早
い
今
日
こ
の
頃
。
こ
ち

ら
で
は
夕
方
５
時
前
に
は
、
真
っ
暗
に
な
り

ま
す
。
気
温
も
10
月
下
旬
に
は
10
度
を
切
る

よ
う
に
な
り
、
厳
し
い
冬
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
気
仙
沼
市
で
行
わ
れ
る
サ
ン

マ
の
無
料
配
布
の
イ
ベ
ン
ト
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　

気
仙
沼
港
の
サ
ン
マ
の
水
揚
げ
量
は
国
内

第
３
位
。
そ
の
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト

で
サ
ン
マ
を
炭
火
焼
き
し
、
無
料
配
布
が
行

わ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
た
だ
ひ
た
す
ら

サ
ン
マ
を
焼
き
、
お
客
さ
ん
に
提
供
す
る
と

い
う
も
の
で
し
た
。
簡
単
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
や
け
ど
な
ど
に
注
意

が
必
要
な
の
と
、
煙
も
す
ご
い
の
で
、
マ
ス
ク

や
ゴ
ー
グ
ル
が
必
須
で
す
。

　

準
備
万
端
、
い
ざ
炭
火
焼
き
へ
！

　
い
ざ
や
っ
て
み
る
と
簡
単
な
よ
う
で
難
し

く
、
サ
ン
マ
の
皮
が
す
ぐ
に
焦
げ
て
し
ま
い
ま

す
。
炭
の
量
や
火
の
強
さ
、
裏
返
す
タ
イ
ミ

ン
グ
等
い
ろ
い
ろ
試
し
ま
し
た
が
、
最
後
ま

で
「
こ
れ
な
ら
１
０
０
％
き
れ
い
に
焼
け
る
」

と
い
う
焼
き
方
は
解
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
地

元
の
人
が
お
っ
し
ゃ
る
に
は
、
う
ま
く
焼
く
方

法
は
経
験
し
か
な
い
そ
う
で
す
。

　
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
し
て
、
ま
た
多
く

の
人
と
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、

宮
城
県　

気
仙
沼
市
役
所　

観
光
課
（
井
口
）
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kanko@
kesennum

a.m
iyagi.jp 日

、
佐
賀
市
の
民
生
委
員
の
皆
さ
ん

が
20
人
ほ
ど
気
仙
沼
市
に
視
察
に
来

ら
れ
ま
し
た
。
私
が
ご
案
内
を
し
ま
し
た
が
、

皆
さ
ん
と
て
も
真
剣
に
話
を
聞
い
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
嬉
し
い
こ
と
に
、帰
佐
さ
れ
た
後
、

お
礼
の
お
手
紙
ま
で
い
た
だ
き
、
熱
気
球
世

界
選
手
権
に
気
仙
沼
ブ
ー
ス
を
出
展
し
た
際

に
も
来
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

佐
賀
と
気
仙
沼
、
こ
ん
な
に
離
れ
て
い
て

も
、
つ
な
が
り
は
で
き
る
。
縁
っ
て
不
思
議
な

も
の
で
す
。

派
遣
職
員
の

つ
ぶ
や
き

が
ん
ば
っ
ぺ
気
仙
沼
通
信
⑦

気

先
FAX

い
ぐ
ち

こ
の
よ
う
な
機
会
が
あ
れ
ば
積
極
的
に
参
加

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

ア
メ
リ
カ
で
は
12
月
に
入
る
と
︑
街
は

ク
リ
ス
マ
ス
ム
ー
ド
一
色
に
な
り
ま
す
︒

お
店
は
赤
と
緑
に
染
ま
り
︑
ク
リ
ス
マ

ス
セ
ー
ル
が
盛
大
に
行
わ
れ
︑
街
な
か
は

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
で
輝
き
ま
す
︒

各
家
庭
で
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
ク
リ
ス
マ

ス
ツ
リ
ー
を
選
ん
だ
り
︑
家
を
飾
り
つ
け

た
り
︒
子
ど
も
た
ち
は
ウ
ィ
ッ
シ
ュ
リ
ス

ト
︵
欲
し
い
物
リ
ス
ト
︶
を
作
っ
た
り
︑

み
ん
な
が
ワ
ク
ワ
ク
し
た
気
分
に
な
っ
て

い
き
ま
す
︒

ア
メ
リ
カ
で
は
︑
ク
リ
ス
マ
ス
は
﹁
与

え
る
季
節
﹂
と
言
わ
れ
ま
す
︒
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
も
ら
う
こ
と
よ
り
︑﹁
恵
ま
れ
な
い

人
た
ち
に
分
け
与
え
る
こ
と
﹂
に
意
味
が

あ
る
と
さ
れ
て
い
る
た
め
︑
ア
メ
リ
カ
各

地
に
は
慈
善
寄
付
箱
が
設
置
さ
れ
ま
す
︒

そ
の
中
で
も
特
に
注
目
さ
れ
る
の
が
︑

ア
メ
リ
カ
海
兵
隊
が
運
営
す
る
慈
善
プ
ロ

サ
ク
ラ
の
ア
メ
リ
カ
よ
か
と
こ

サ
ク
ラ
の
ア
メ
リ
カ
よ
か
と
こ

サ
ク
ラ
の
ア
メ
リ
カ
よ
か
と
こ

サ
ク
ラ
・
ス
ー
カ

（
佐
賀
市
国
際
交
流
員
）

スーカ家恒例
兄妹そろってのクリスマス！

グ
ラ
ム
﹁
ト
イ
ズ
・
フ
ォ
ー
・
ト
ッ
ツ
﹂

で
す
︒

１
９
４
７
年
に
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
駐
留

し
て
い
た
︑
ア
メ
リ
カ
海
兵
隊
予
備
役
の

ビ
ル
・
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
ス
少
佐
の
妻
が
︑

手
作
り
の
人
形
を
寄
付
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
︒
し
か
し
︑
受
け
入
れ
で
き
る

団
体
が
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
︒

そ
こ
で
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
ス
少
佐
は
︑
貧

困
層
の
多
い
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
も

﹁
ク
リ
ス
マ
ス
の
喜
び
を
味
わ
っ
て
欲
し

い
﹂
と
い
う
願
い
を
込
め
て
﹁
ト
イ
ズ
・

フ
ォ
ー
・
ト
ッ
ツ
﹂
を
設
立
し
ま
し
た
︒

そ
の
年
︑
５
０
０
０
個
の
お
も
ち
ゃ
が

集
ま
り
︑
貧
困
に
苦
し
む
子
ど
も
た
ち
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
︒

毎
年
10
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
新
品
の
お

も
ち
ゃ
を
集
め
て
い
ま
す
︒

ク
リ
ス
マ
ス
の
時
期
に
な
る
と
︑﹁
ブ

ル
ー
ド
レ
ス
﹂
と
呼
ば
れ
る
礼
服
を
着
た

海
兵
隊
員
︵
通
称
﹁
青
い
服
の
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
﹂︶
が
︑
世
界
中
の
﹁
う
ち
に
は
サ

ン
タ
ク
ロ
ー
ス
は
来
な
い
の
？
﹂
と
思
い

悩
む
子
ど
も
た
ち
に
笑
顔
や
夢
︑
希
望
を

与
え
て
い
ま
す
︒

今
で
は
海
兵
隊
員
だ
け
で
な
く
︑
企
業

や
団
体
︑
芸
能
人
も
協
力
し
︑
こ
れ
ま
で
に

５
億
個
以
上
も
の
お
も
ち
ゃ
が
プ
レ
ゼ
ン

ト
さ
れ
ま
し
た
︒

ク
リ
ス
マ
ス
は
︑
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
デ
コ

レ
ー
シ
ョ

ン
︑
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
を
楽

し
む
だ
け
で
な
く
︑
人
の
温
か
み
を
感
じ
︑

貧
困
に
苦
し
む
家
庭
の
ク
リ
ス
マ
ス
を
明

る
く
照
ら
す
こ
と
の
で
き
る
季
節
だ
と
思

い
ま
せ
ん
か
︒

行
政
相
談
委
員
の
真ま

島し
ま

康や
す

子こ

さ
ん

総
務
大
臣
表
彰
受
賞
！

○
真
島
委
員
の
喜
び
の
声

｢話
を
聞
い
て
も
ら
え
て
よ
か
っ
た
﹂︑

﹁
解
決
し
て
よ
か
っ
た
﹂
と
の
声
を
い
た

だ
き
︑
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
︒
相
談
者

と
関
係
機
関
の
橋
渡
し
役
と
し
て
15
年
続

け
て
き
ま
し
た
が
︑
受
賞
で
き
て
嬉
し
か

っ
た
で
す
︒

問
い
合
わ
せ

総
務
省

佐
賀
行
政
評
価
事
務
所

行
政
相
談
課

☎

22
・
２
６
５
１

℻
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２
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▲佐賀市行政相談委員 真
ま

島
しま

康
やす

子
こ

さん

平成13年から佐賀市担当の行政相談委

員として尽力されており、今年10月に

総務大臣表彰を受賞されました。

　平成１８年４月に入団しました。団
員１０人で、月２回の器具点検のほか、
巨勢川（１級河川）の水位が上がれ
ば警戒のため出動します。
　昨年、牛津川で行われた総合水防
演習で行った水防工法「月の輪工」
が印象に残っています。過去には巨

勢川が氾濫したことがあるので、学んだ水防工法を
活かしたいと思います。
　熊本地震では多くの消防団員が活躍したと聞き、
改めて「消防団＝地域防災力の要」と再認識しました。
消防団は誰でも参加できる活動です。大事な人のた
め、地域のために一緒に活動しましょう！

HERO&HEROINE!
消 防 団

HERO&HEROINE!
消 防 団

地域の

消防団は地域防災力の要

本庁　消防防災課
☎40・７０１５　FAX24・３１８７
　 shouboubousai@city.saga.lg.jp

問い合わせ

中部方面隊第３支団　久保泉分団第９部
部長　宮地　和政

みや ち かずまさ

つき わ こう

︻
行
政
相
談
委
員
と
は
︼

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
︑
住
民
か

ら
行
政
に
関
す
る
相
談
や
要
望
を
受
け

付
け
︑
助
言
や
関
係
機
関
へ
の
通
知
を

行
わ
れ
て
い
ま
す
︒

｢
ど
こ
に
あ
る
の
？
？
｣

｢
ど
こ
に
あ
る
の
？
？
｣

バ
ル
ー
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
︑
Ｊ
Ｒ
佐

賀
駅
か
ら
県
庁
方
面
に
徒
歩
17
分
︑
佐
賀

中
央
郵
便
局
北
側
の
中
央
大
通
り
沿
い
に

あ
り
ま
す
︒

建
物
の
壁
面
に
描
か
れ
た
バ
ル
ー
ン
と
︑

１
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
展
示
さ
れ
た
実
物

の
バ
ル
ー
ン
が
︑﹁
バ
ル
ー
ン
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
﹂
感
を
演
出
し
て
い
ま
す
︵
大
き
な

ガ
ラ
ス
越
し
に
外
か
ら
も
見
え
ま
す

よ
！
︶︒

建
物
は
１
︑
２
階
に
バ
ル
ー
ン
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
の
ほ
か
︑
み
や
げ
店
︑
カ
フ
ェ
︑

３
階
に
は
青
少
年
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
︑
多

く
の
人
が
訪
れ
る
に
ぎ
や
か
な
施
設
で
す
︒

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
エ
リ
ア
の
み
有
料
︵
要

入
場
券
︶
で
す
が
︑
建
物
に
入
る
の
は
無

料
︒﹁
佐
賀
の
お
い
し
い
お
菓
子
を
買
い

に
﹂﹁
友
達
と
ラ
ン
チ
を
食
べ
に
﹂
と
︑
気

軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
︒

問
い
合
わ
せ

佐
賀
バ
ル
ー
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

年
内
無
休
・
10
時
～
19
時

入
場
料

大
人

５
０
０
円

小
中
高
生

２
０
０
円

☎

40
･７
１
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４

℻
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市立図書館市立図書館
絵本が大好き！絵本が大好き！

大好きな場所大好きな場所

親子に寄り添った図書館に親子に寄り添った図書館に

市立図書館は市民のオアシス市立図書館は市民のオアシス

　図書館で絵本が大好きな久
く

保
ぼ

惟
い

真
しん

くんと出会いました。赤
ちゃんの頃からお母さんと図書
館に通い、幼稚園の時は寝ると
きに本を読んでもらうのが楽し
み。今は大好きなお姉ちゃんと
図書館や本屋に行く日をワクワ
クして待っています。
　そんな惟真くんのお気に入り
は「〝弁当の日″がやってきた!!」。
表紙には柔らかいタッチでたく
さんの弁当箱が並びます。子ど
もたちが自分でお弁当を作るストーリーで、最初は恥
ずかしがったり、作るのが嫌でお母さんに頼んだりす
る子どもたち。それでも次第に自分の手で少しずつお
弁当を作るようになっていきます。
　食育や感謝について大人も考えさせられる一冊です。
　「ぼくもね、この本を読んでウィンナーと卵焼きを
焼けるようになったよ！」と笑顔で教えてくれた惟真
くんでした。 高

たか

原
はら

　陽
よう

子
こ

　学生時代から、お世話になっている図書館。その時々
のライフスタイルに合わせて、色んな情報を手に入れ
ることができる、大好きな場所です。今は子どもの誕
生をきっかけに、幼児食や自然療法の本をいろいろ読
んでいます。特に子どもと一緒に読める絵本は身近な
存在です。
　子どもと行くときは、お弁当を持って、図書館とど
んどんどんの森で一日中楽しんでいます。
　図書館に併設されているカフェも素敵でオススメで
すよ。 津

つ

村
むら

　さやか

　佐賀に移住して５年、
市立図書館には大変お
世話になっています。
　「手づくり絵本コン
クール」参加に始まり、
絵本の読み聞かせイベ
ント、調べもの学習企
画に、長女が夢中に
なっている切り紙やあ
やとりなどの本の貸し
出し。
　七夕の短冊を書いて

飾ったりと、来館するたびに季節を感じる催しもあり、
親子で楽しませていただいています。
　20周年を迎え、ますます親子にも寄り添った図書
館であってほしいと願っています。 西

にし

郡
ごおり

　幸
ゆき

子
こ

　私は月に２回は市立図書館に出かけます。図書館東
側には「ふれあい広場」が広がり、家族連れが気持ち
よさそうに散歩する姿が見られます。
　ある時、昔自宅で飼っていた柴犬のジョンにそっく
りな犬と出会いました。亡くなった妻も、３人の子ど
もたちも元気はつらつな頃でした。当時を思い出し、
涙がにじんできました。
　さて、皆さんは毎月第３金曜の14時から無料で映
画上映が行われていることをご存知ですか？「金曜シ
アター」といって、名作映画などが上映されます。
　読書と合わせて、映画も楽しんではいかがですか？
 片

かた

桐
ぎり

　武
たけ

男
お

20周年周年

企画・編集　  本庁　秘書課　広報係
☎40・7021　℻24・3463　  hisho@city.saga.lg.jp

市報さがの街角リポーターの皆さんが、
今年８月に20周年を迎えた

佐賀市立図書館を取材しました。おめでとう！おめでとう！
図書館プラスアルファの楽しみ図書館プラスアルファの楽しみ

行くと楽しい図書館行くと楽しい図書館

赤ちゃんから利用できる赤ちゃんから利用できる
「絵本のスペース」「絵本のスペース」

20周年祝うケーキ20周年祝うケーキ

　市立図書館が長く親
しまれ続けている理由
のひとつに、歩いてす
ぐの距離に魅力的なお
店が点在していること
があるのではないで
しょうか？
　例えば、リンパサロ
ンや老舗の和菓子屋さ
んなど。図書館に行っ
たついでにちょっと寄
り道したくなる周辺環
境のよさです。
 熊

くま

本
もと

　由
ゆ

美
み

子
こ

　平成８年８月に
「市民と共に育つ
図書館」を基本理
念に開館した佐賀
市立図書館。
　電子書籍の貸し
出し導入など、よ
り身近で利用しや
すい図書館を目指しています。
　年間を通じてさまざまなイベントを企画。１月には
「本・活かす市」・「佐賀大学生アート展」、２月には「図
書館たんけん隊★未来図書館ワールドカフェ」、３月
には「データーベース講座」など盛りだくさんです。
　また、視覚障がい者や高齢者に、その場で朗読する
「対面朗読ボランティア」が60人ほど活動されていま
す。中には16年も続けている人もいるそうです。い
つでも利用できるように、土日・祝日は図書館に待機
されています。
　今年度から、電話での朗読サービスが始まりました。
例えば、読んで欲しい新聞記事を電話で伝えると、記
事を確認したボランティアから折り返し電話があり、
朗読するそうです。興味のある人はお問い合わせくだ
さい。 山

やま

田
だ

　末
すえ

敏
とし

　私は、孫を連れて市立
図書館内にある「絵本の
スペース」を利用してい
ます。
　２歳を過ぎた孫ですが、
１歳前から図書館に連れ
て行っているので、今で
は子どもの絵本コーナー
に行こうと、私の手を
引っぱります。
　自宅に持っている「お

つきさまこんばんは」の絵本は、大のお気に入り。図
書館に置いてあるのを見つけると大喜びです。
　現代っ子にもゲームだけでなく、絵本の読み聞かせ
を通して人との関わりを感じてほしいと思います。
 池

いけ

田
だ

　路
みち

子
こ

　図書館１階フロアに入ると、ガラスケースに飾られ
た大きなケーキが、ひと際目を引きます。
　開館20周年を祝う豪華なバースデーケーキです。
　西九州大学佐賀調理製菓専門学校の学生たちが製作
して、８月の式典で贈呈されました。
　縦40㎝×横60㎝×高さ８㎝程の長方形です。マジ
パンでコーティングされた表面に、チョコレートスポ
ンジで作った「20」の数字。かわいい色のマカロン
で周りを囲み、マジパンで作った華やかな花飾りがと
てもきれいです。長持ちするように工夫されています。
思わず、食べてみたくなる素晴らしいケーキですよ。
 中

なか

野
の

　美
み

和
わ

子
こ

孫が大好きな絵本
「おつきさまこんばんは」

16市報さが 平成28年12月１日号17 市報さが 平成28年12月１日号


